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１．研究の目的

先進諸国は成熟社会を迎え，公園緑地の管理に関して，予算の

縮減や民間の資金と技術力の活用，利用形態の変更等が矢継ぎ早

に起こっている。また，21世紀に入った頃から「環境の時代」へ

と突入し，環境へ配慮した管理運営も求められるようになった。

一方で文化財庭園 1)は庭園史上とりわけ貴重な国民の財産である

ことから質の高い維持管理を行って後世に残していく必要があり
2)，一度何らかの理由で庭園の管理が滞るとその間に景観のまと

まりが失われ元の姿を取り戻すのは困難が伴うとの指摘もある 3)。 
近年、我が国でも文化財庭園の維持管理に関するシンポジウム

4)，5)が開催されるなどその重要性に関する認識が高まってきてい

ると考えられる。先行研究としては，文化財庭園の存続の役割を

担う造園業者や庭園管理者，庭園に関心の高い市民へのアンケー

トを行うことにより庭園維持管理についての認識を探ったもの
6),7),8)，庭園の今後の庭園管理の方向性を歴史的，文化的背景を踏

まえたものに求める取り組み 9),10),11)，庭園の恒常的維持管理につ

いて委託者と受託者及び来訪者の間主観性において方向性が導か

れることを探ったもの 12)，伝統的な造園空間の継承すべき技術を

述べたもの 13)などが挙げられる。しかし，これらはいずれも庭園

の存続に主眼をおいた管理の方向性を見出そうとするもので，冒

頭に述べたような成熟社会を迎えた環境の中での社会的課題への

対処などは研究対象とはしていない。また庭園の質の維持には技

術継承が不可欠であるが，文化財庭園における伝統技術を継承す

る組織的な後継者育成の事例を取り扱ってはいない。日本におけ

る伝統技術の伝承に関わる論説 14)では，造園業界としての組織的

な取り組みを取り上げているが，各々の庭園における技術伝承の

体制や課題については取り扱っていない。本研究の対象であるヴ

ェルサイユ庭園 15)の管理については先行研究が少ないが，文化財

庭園管理の視点から書かれたヴェルサイユ庭園の維持管理に関す

る紹介記事 16)は，庭園管理のスタッフに直接聞き取りを行い管理

に対する熱意，庭師の階級や試験制度，育成体制を明らかにして

おり意義がある。しかし伝統技術を残すこととスタッフ育成の組

織的な取り組みとの関連性などは明らかにしていない。

ヨーロッパにおける歴史的庭園 17)の維持管理に関する基本的

考え方は，1982 年 12 月イコモスにおいて採択されたフィレン

ツェ歴史的庭園憲章（Charte de Florence：Charte des jardins 
historiques）18)に拠るところが多い。同憲章は，初めて歴史的庭

園の維持管理や修復，一般公開についての提言を表明したものと

高く評価されている 19)。ヨーロッパにおける歴史的庭園の維持管

理に関する先行研究は，初期の例としてはフィレンツェの憲章と

同年に出版された大庭園，大公園の一部として歴史的庭園の維持

管理を述べたもの 20)がある。イギリスにおける歴史的庭園の復元

や維持管理には，ナショナルトラストの活動が大きいことが指摘

されており，維持管理の先進事例としてはイギリスの歴史的庭園

5か所とフランスの民有の歴史的庭園2か所が挙げられている。 
フランスにおいては，2017年にオー・ド・セーヌ県，イコモス・

フランス，ヨーロッパ庭園風景協会などの主催で「歴史的庭園は

どうなるのか（Que deviennent les jardins historiques ?）」とい

うテーマでシンポジウムが開催された。その報告書 21)によると，

4つのテーマで討議されている。まず，35年を経たフィレンツェ

歴史的庭園憲章のフランス，イタリア，イギリスにおける再評価，

次に，造園という職業の再認識，続いて，歴史的庭園は誰のため

にあるのか，最後に，環境への展望というテーマである。本シン

ポジウムは，フィレンツェ歴史的庭園憲章を現在においても重要

視している点，イタリア露壇式，フランス平面幾何学式，イギリ

ス写実風景式という独自の庭園文化を育んだ3つの国の動向を重

要視している点，歴史的庭園と環境問題を強く結びつけている点

にフランスの特徴が見いだされる。そこでは，フランス平面幾何

学式の代表事例であるヴェルサイユ庭園も度々言及されている。

しかし，詳細な庭園の日常管理や伝統技術の継承についての指摘

は，管見ながらその他文献を含めて見出すことはできない。

したがって，既に述べたように「環境の時代」に突入した今日
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的課題を踏まえての環境への配慮を伴う管理と庭園の伝統的技術

の継承という側面を重視しつつ，本研究では，フランスのヴェル

サイユ庭園を対象地として取り上げ，管理の組織体制と日常管理

の特徴を明らかにする。ヨーロッパにおいては歴史的庭園の管理

においても上述のように環境問題と切り離せないことから，主に

ヴェルサイユ庭園における環境問題への対応状況，及び歴史的庭

園の永続のために必要な技術継承を組織的にどのように取り組ん

でいるのかついて問題意識を持って見ていきたい。フランスは，

他のEU諸国よりも市民の環境意識が高いことで知られる22)こと

から歴史的庭園における環境対策を研究する価値があること，ヴ

ェルサイユ庭園はイタリア露壇式庭園と同じく整形園の範疇に属

し，イギリス風景式庭園等とは違って中心部に濃密な造園を施す

という特徴のあるフランス平面幾何学式庭園の典型例であること

から管理の事例研究として重要な意義があると考える。なお本研

究では，日常管理について，通年の日々の庭園管理に加えて，季

節的変化に伴い毎年繰返される繁忙期の管理等も含むこととする。 
ヴェルサイユ庭園（jardins de Versailles）は，1682年にフラ

ンス王ルイ14世（1638-1715；在位1643-1715）が建てたヴェル

サイユ宮殿（château de Versailles）の付属庭園で，パリの南西

22kmに位置するイヴリーヌ県ヴェルサイユにある。2018年の宮

殿の訪問者は 813 万人 23)で，フランスで 3 番目 24)に訪問者の多

い重要な観光資源である。庭園整備は，アンドレ・ル・ノートル

が担当し，1661年頃からルイ14世が亡くなるまで続き，その様

式は世界中に大きな影響を及ぼした。敷地面積は，フランス革命

以前には約8,000ha（現在約850ha）に及び，その内93ha がし

っかりと整備された庭園であった。宮殿及び庭園は 1979 年に世

界文化遺産に登録されている。 
 
２．研究の方法 
調査については，資料調査，聞き取り調査（管理作業現場での

説明含む）及び現地調査を行った。資料調査としては，ヴェルサ

イユ宮殿・博物館管財局が発行する2017年活動報告書 25)，2018
年活動報告書 23)及び2011年活動報告別冊の部門詳細活動報告 26)

やヴェルサイユ宮殿及び庭園に関わるウエブ情報 27),28),29)を分析

した。聞き取り調査としては，ヴェルサイユ宮殿・博物館管財局・

遺産及び庭園管理部内の庭園課長コッタン（J.Cottin）氏，同課

長補佐オバイ（N.Aubailly）氏 30)，同課ラトナ花壇班長のモンタ

ニエ（T.Montanier）氏 31), 同課温室班長のサス（T.Sass）氏 32)，

トリアノン及びマルリー庭園課長バラトン（A.Baraton）氏 33)，

同課長補佐フォヴェル（J.Fauvel）氏 34)，噴水課長ビュルテ

（G.Bultez）氏 35)，ヴェルサイユ宮殿の緑地部分に関する責任者

である歴史的モニュメント主任建築家のムーラン（J.Moulin）氏
36)に対して行った。聞き取り調査及び現地調査は，2018年9月及

び2019年9月に行った。 
まずヴェルサイユ宮殿全体の管理体制について2017年，2018

年活動報告書を中心に整理し，次に庭園の管理組織体制について

聞き取り調査の内容を中心に整理し，そして庭園の日常管理とそ

の特徴について 2011 年部門詳細活動報告及び聞き取り調査，現

地調査の内容を基に整理分析した。ここでは環境問題への対応状

況，及び歴史的庭園の永続のための組織的な技術継承の取り組み

について注目した。最後に総合的視点から考察を行った。 
 
３．ヴェルサイユ宮殿全体の管理体制 
（１）法的位置づけと予算 
ヴェルサイユ宮殿は，行政的公施設法人（EPA：établissement 

public à caractère administratif）の1つであるヴェルサイユ宮

殿・博物館管財局（EPV：établissement public du château, du 
musée et du domaine national de Versailles）によって管理され 
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図－1 ヴェルサイユ宮殿・博物館管財局（EPV）の組織体制 
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図－2 ヴェルサイユ庭園の管理担当範囲 37) 

 
表－1 ヴェルサイユ庭園課の管理作業班の編成 

係 名 班 名 
面 積 

（主要部） 
草花植栽数 人員数 

小公園区域係 

ラトナ花壇 1,578㎡  夏 約 26,000本 5 

北花壇 2,280㎡  夏 約 40,000本 3 

南花壇 4,642㎡  
春 約125,000本 
夏 約 50,000本 

3 

オランジュリー 
区域係 

オランジュリー 
王の庭園 

30,000㎡  
1,250㎡  

- 6 

温室及び花生産係 温室 2,510㎡  - 4 

その他 
多目的及び設備 - - 2 

見習い - - 2 

 
表－2 トリアノン及びマルリー庭園課，噴水課の編成 

トリアノン･マルリー庭園課 係名 人員数  噴水課 係名 人員数 

グラン・トリアノン花壇係 10  管理運営係 2 

王妃の村里及び菜園係 4  工事係 8 

マルリー及び展望台係 2    

フランス庭園係 2    

大公園及び機械係 5    

見習い 4    
     

ている 27)。EPAは，フランスの公施設法人の中でも行政的な役務

に特化している法人である。公役務を実行するために法によって

定められ，一定の自立性を与えられる。文化省の後見監督を受け，

法令上は行政的性格を有する。EPVは 1995年より公施設法人と 
して発足し2010年の政令により現在の名称になった。EPVの年

間予算収入は約 9,410 万ユーロ（2017 年）で，約 6,470 万ユー

ロのチケット販売，約1,620万ユーロの国の補助金，約1,350万

ユーロのメセナ（mécénat：芸術文化支援）が含まれる 38)。この
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ように，チケット販売による収入が約68%，メセナによる収入が

全収入の約14%を占める。 
（２）建造物に関する技術的管理体制 
 ヴェルサイユ宮殿は国有の文化財建造物であるため，維持管理

の一環として修復などを行う場合は，歴史的モニュメント主任建

築家（ACMH：architecte en chef des monuments historiques）
が関わることが不可欠となっている 39)。ACMHとは，文化財保

護保全の観点から1893年に創設された制度で，官民を問わずモ

ニュメントの改変時に適切な指針を示すために法的な責任を持つ

職能である。ACMHは，国家試験によって不定期に選抜され，

非常任の国家公務員という特殊な立場で活動している 39)。 
現在フランスでは40名のACMHが現役で活動している40)が，

ヴェルサイユ宮殿には3名のACMHが関わっている 36)。主に宮

殿と市街地を担当するディディエ（F.Didier）氏，建築物の修復

を担当するボルトリュシ（P.Bortolussi）氏，そして本研究で聞き

取りを行った緑地担当のムーラン（J.Moulin）氏の3名である36)。

ムーラン氏は 1984 年の審査合格後から ACMH の地位にあり，

ヴェルサイユ庭園，小トリアノン，王妃の村里，スイス人の池及

び王の菜園などの担当者として約9年間の実績がある 36)。 

 
４．ヴェルサイユ庭園の管理体制 
ヴェルサイユ庭園を実際に管理するのは，図－1に示すように，

EVP の理事長，博物館長，事務局長の下に 7 つある部の内の 1
つである遺産及び庭園管理部である 28)。この部は，ヴェルサイユ

庭園課，トリアノン及びマルリー庭園課，設備技術課，噴水課，

建築維持課，遺産計画及び事業課，調整及び運営課，工事課の 8
課で構成されるが，庭園管理に直接かかわるのは，ヴェルサイユ

庭園課，トリアノン及びマルリー庭園課，噴水課の3課で，他の

5課よりも重要部門としての位置づけが明示されている 41)。その

ため本研究でもこれらの3課を研究対象として取り上げる。 
以下，3 課それぞれの主な担当箇所，人員体制，管理面積を示

した。 
（１）ヴェルサイユ庭園課 
宮殿に近い庭園部の花壇（ボスケ含む），オランジュリー，王の

庭園等（図－2）の維持管理を担当する。 
小公園区域係，オランジュリー区域係，温室及び花生産係の 3

係を有し，それぞれに責任者として係長が配置されている。小公

園区域係には，ラトナ花壇担当5名，北花壇担当3名，南花壇担

当3名，オランジュリー区域係には6名，温室及び花生産係には

4名が所属する。それぞれに責任者として班長が配置されている。

その他係として多目的及び設備担当が 2 名，見習い 2 名の計 25
名が配置される。（表－1）。さらに課長及び課長補佐の管理職 2
名が加わり課員総数は27名（2019年）42)である。他の2課と異

なり繁忙期の6月から8月にかけては大面積花壇の花の新植や植

替えなどの業務が多くなることから，季節採用の臨時職員を加え

て例年約80名になる 30)。 
管理面積は約80haである 43)。 

（２）トリアノン及びマルリー庭園課 
グラン・トリアノン及びプチ・トリアノン周りの庭園（花壇，

フランス式庭園，林部），王妃の村里等のトリアノン領有地及び公

園部，オランジュリー（図－2）を管理する。 
5 係を有し，それぞれに責任者として係長が配置されている。

人数は，グラン・トリアノン花壇係 10 名，王妃の村里及び菜園

係4名，マルリー及び展望台係2名，フランス庭園係2名，大公

園及び機械係 5 名である。これに見習いの 4 名を加えて計 27 名

の人員である（表－2）。さらに課長及び課長補佐の管理職2名と

助手1名が加わり課員総数は30名（2019年）である 42)。 
管理部分は広大で面積は約500haに及ぶが，マルリー庭園など

ヴェルサイユ庭園以外も管理域に含んでいる 44)。 
（３）噴水課 
 本課は，噴水などの給水網の整備に加え，防火用水，飲料水，

散水，雨水の維持管理運用を行っている。 
 2 係を有し，管理運営係に 2 名，工事係に 8 名の 10 名が配置

される（表－2）。さらに課長及び課長補佐の管理職2名が加わり

課員総数は12名（2019年）である 42)。 
 11名が衛生設備配管職業適性証（certificat d’apprentissage, en 
plomberie, installation sanitaire）の国家資格を有し，噴水課長

が水理技師（ingénieur hydraulique）の学位を有している 35)。 
 管理対象範囲は，ヴェルサイユ庭園課，トリアノン及びマルリ

ー庭園課を合わせた約580haである 35)。 
 
５．ヴェルサイユ庭園の日常管理 
 本章では，まず遺産及び庭園管理部の概要を取りまとめ，続い

て上記の庭園管理の中心的3課それぞれについての日常管理の全

体像を提示した後に，環境問題への対応状況，及び歴史的庭園の

永続のための組織的な技術継承の取り組みについて整理を行った。 
（１）遺産及び庭園管理部の基本方針及び予算 
 遺産及び庭園管理部は以下の9つの使命を掲げている 41)。①歴

史的建造物と植栽の保全，②公園と庭園の維持管理，③専門設備

の安全性を伴った保全，④噴水施設の活用と維持，⑤公共財産の

公開に見合う最良の維持管理，⑥敷地内で行われる全業務につい

て宮殿の全体計画や予算執行方針に従う，⑦業務内容が OPPIC
（文化遺産・不動産プロジェクト運営局）45)との契約に逸脱しな

いように努める，⑧すべての業務が公施設の日常業務と連携を取

る，⑨公施設の遺産活用に関するデータベースを更新充実させる。 
2018年の庭園関連の管理費支出額は約310万ユーロである46)。 

（２）ヴェルサイユ庭園課の主要な管理業務 
１）3つの大花壇の管理 47)（小公園区域係担当） 
南花壇，北花壇，ラトナ花壇で合計面積8,500㎡に及ぶ（表－

1）。毎年約250,000本の草花による装飾のデザインを計画し，植

栽が行われる。南花壇に関しては，春の植栽に加えて夏に大規模

な追加の植栽が行われる。 
２）ボスケの管理 30),47)（小公園区域係担当） 
管理範囲内には 20 か所のボスケがあり，特に樹木管理には能

力のある技術者を充てる配慮を行っている。 
３）トピアリーの管理（小公園及びオランジュリー区域係担当） 
伝統的な形態の球体，半球体，立方体，円錐形，ピラミッド形，

玉房形，鐘形，丸盆形，方形盆形，卵形や様々な6面体等約900
本を管理する 47)。トピアリーには幾何学的形のみを用い，動物や

人間の形を用いることは禁止されている 47)。伝統的にトピアリー

に幾何学的形態のみを使用することは，植物の規則正しい理想的

形態を求め，人工物は人間の創造性の賜物であることの表現であ

り，人間の自然に対する優位性を明瞭に示している 47)。 
剪定は，17世紀末に考案された64種類の型（gabari：定規，

写真－3）に合わせて行う 47)。トピアリーの樹木は時々植え替え

られるが，その樹木が生育する過程において数年毎に型を段々に

大きくする 31)。円錐形等のトピアリーは大小の差はあっても常に

相似形になるように剪定を行う（写真－4）31) 。これらの型があ

るため，庭師の技量や好みによって，また植物の生育状態によっ

て形が変化することがなくなり 47)，より精度の高い造形や計画的

な成長管理を可能としている。 
用いる主な樹木はセイヨウイチイ，ボックスウッド，セイヨウ

ヒイラギ，イトスギ，トウヒ，モミである 47)。6月の剪定に加え，

枝葉の伸長に応じて9月に修正剪定を加える 30) 。 

４）オランジュリーの管理 47) （オランジュリー区域係担当） 
1,500 鉢の木製ケースに仕立てられた世界最大規模のトピアリ
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ーが管理されている。オレンジが約900本，その他ザクロ，ゲッ

ケイジュ，フトモモ，ヤシ等が植栽される。5 月初旬にオランジ

ュリーから出し，10月中旬に戻す作業を行う。夏期にオランジュ

リー前の6花壇には210本のトピアリーを配置する。渦巻装飾さ

れた芝生花壇の管理も担当する。冬期には4年毎にケースの枠を

外して土の入れ替え作業を行う。毎冬ケースの交換用外板約 500
枚の塗装を行う。 
５）王の庭園の管理 47)（オランジュリー区域係担当） 
ピクチャレスクと紋様花壇が対峙する植栽地の植物約 25,000

本，低木約3,000本の花や葉の色の対比を重要視した管理を行う。 
６）温室（種苗場）の管理運営 32),47)（温室及び花生産係担当）                                 
空気圧種まき機や自動植替機等を用いて約250,000本の植物の

播種からポット苗までほぼ全部を自家生産している。 

７）その他の業務 47) （3係担当） 
各種イベント開催（大噴水ショー，ミュージカル・ガーデン）

等を実施する。約7haの大統領保養所（La Lanterne）の手入れ，

エリゼ宮殿（大統領官邸）へ高品質な40鉢のオレンジと20鉢の

円錐形イチイの貸出を行う。国内外の造園関連教育機関等からの

見学や研修の受入れを行う。 
８）外部委託 
外部への業務委託に関しては，公的施設としての立場から公平

性，公明性を保ち業務外注を行うとしている 47)。樹木剪定など特

別な業務に限り年1回の業務委託を基本としている 47)。具体的に

は，刺繍花壇の縁の刈込み，クマシデの境界垣の刈込み，約2,500
～5,500本の高生垣（arbres taillés en rideaux）のレーザー誘導

による刈込み（写真－7）47)，危険木の伐倒，延長23km余の木

製格子の維持管理がある。ただし，伝統的技術に関わる業務は外

部委託を行わない 30)。 
９）環境への配慮 
 聞き取り調査 30),31),32)及び現地調査から，EPVの除草剤，殺虫

剤の全面禁止の方針 48)を受けて管理手法の転換がなされたこと

が確認できた。温室（種苗場）では，2003年から従業員の安全と

環境保全のため化学薬品の使用を中止しており 32),47)，その他の場

所では2017年から使用していないことが判明した。これに対応

するために，特に除草剤を使わない以下のような管理手法を行っ

ている。 
まず，除草作業の効率化として，草取り鍬等を使用した手作業

による除草に加えて，積極的に機械を用いた除草作業が実施され

ている。掻き取ったり，掻き均したりする大面積から小面積に対

応した様々な除草機械が開発，使用（図－5，6）されていること

がわかる 30),31) 。 
次に，管理水準の引き下げを行って，来訪者に対して，雑草の

生えている状態が農薬を使わない証であると理解を求める。17世

紀のヴェルサイユ庭園の造営以降，ほとんどの期間は管理作業に

化学薬品は使って来なかったので，現在でも対応可能であるはず

との考え方による 36)。 
さらに，効率化・省力化の管理手法として，除草作業の増加分

に対応するため庭園管理全体が見直され，レーザー誘導方式大型

バリカンの使用による高生垣剪定や，大型タンクを持った散水車

の利用による潅水，大型ブロアーを装備したトラクターの利用に

よる落ち葉の収集など，大型・ハイテク機械を利用した作業の効

率化や省力化が積極的にはかられている（図－7，8）30),31)。 
その他の環境への配慮として，大量の刈り芝や樹木の廃棄物等

の植物残渣の再利用を行うこと，環境指標としての養蜂舎を管理

することが実施されている 30)。 
１０）伝統技術の継承 

 17世紀以来続くトピアリーの管理技術の継承に力を入れてお

り，管理チームは経験者と未経験者で構成し技術の継承と能力向

上をはかっている 31) 。また，世界の中で唯一無二のトピアリー剪

定技術の社会的認知度を高め，技術の喪失防止をはかるために，

毎年フランス文化省の主催で全国で開催される「庭で会いましょ

う（Rendez-vous aux jardins）」49)という庭に関するイベントな

どを通じて一般に公開する機会を設けている 47)。 

（３）トリアノン及びマルリー庭園課の主要な管理業務 
 本課の業務内容については，管理面積が広大である一方でヴェ

ルサイユ庭園課に比べて緻密な庭園管理を実施する対象地面積は

少ない。それと呼応してか報告書 23),25),26)に記載されている維持管

理に関わる情報量が少ない。 
１）園路管理（各区域の係が担当） 

延長43kmの園路及びそれに付随する約18,000本の並木の管

理を行っている 43)。並木道には，必要に応じてブナなどの補植を

行っている。2011年は約320本の植栽を行っている 44)。 
２）花壇管理（グラン・トリアノン花壇及びフランス庭園係担当） 

150,000 本の草花類の生産及び植栽，約 5,000 本の花の鉢植え

の管理を行っている 43)。春先から秋まで花壇の花が絶えないよう

に管理を継続し，必要に応じて花壇の縁取りのツゲの移植を行う。

グラン・トリアノンの整形園の花壇は，ヴェルサイユ庭園課が管

理する宮殿近くの花壇とは違った趣にするために植栽方法に工夫

を凝らすなどの努力がなされている 34)。 
３）王妃の村里等の管理 44)（王妃の村里及び菜園係が担当） 
 農村風景を模した庭園の展示飼育する動物を含む管理を行って

いる。2011年は80本の低高木，800本のツゲを植栽している。 
４）樹木管理及び草地管理 44)（主に大公園及び機械係が担当） 
公園（樹林）部分の350,000本の高木と低木の維持管理，150ha

の芝刈りや草刈り，集草，耕うん等を行っている。 
５）その他業務 44) （各区域の係が担当） 
オランジュリーの管理として，ケースの入れ替えと塗装を行っ

ている。グラン・カナルの縁石の切り出し作業も行っている。そ

の他，近衛兵舎，プチ・トリアノン，理事長室用の花飾りの制作

と設置革命記念日祭，ヴェネチア祭，展覧会，ランニング祭等の

企画運営を行っている。 
６）外部委託 
外部委託については公設施設の立場から様々な規則に抵触しな

い契約を交わし，高生垣の刈込み，危険木の除去，草刈り，有害

  
図－3 トピアリー剪定の型 図－4 トピアリー剪定作業 

  
図－5 スカリフィケイター 図－6 ｽｶﾘﾌｨｹｲﾀｰ･ｽｸﾚｲﾊﾟｰ 

  
図－7 レーザー誘導バリカン 図－8 大型乗用散水車 
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動物駆除，植物の治療などは外部の専門業者に業務委託している
44)。管理面積が広大なため業務を外部委託せざるを得ないが，花

壇管理などの伝統的技術に関わる業務は外部委託しない方針であ

る 33),34)。 
７）環境への配慮

ヴェルサイユ庭園課と同様に，2017年より除草剤，殺虫剤の全

面禁止の方針を受けて管理手法の転換がなされたことが確認でき

た。王妃の村里の菜園においては温室と同様に 2003 年より一切

の化学薬品を使用していないことが確認できた 33),34)。 
除草剤を使わない管理手法については，ヴェルサイユ庭園課と

同様に，除草作業の効率化をはかること，管理水準の引き下げの

理解を求めることに加えて，効率化・省力化の管理手法として，

大面積草地の大型機械による刈り取りや集草，大延長の園路の大

型の機械による除草作業を行っている 33),34),44)。 
また，環境指標としての養蜂舎の運営管理も行っている 44)。 

８）伝統技術の継承

グラン・トリアノンの整形園の花壇はルイ 14 世が従来のフラ

ンス式庭園とは異なった花壇を求めて特別な思いを込めて作った

経緯があることから，当時描かれた絵画を参考にルイ 14 世が好

んだチューベローズやユリ，ヒヤシンスなどを用いて 17，18 世

紀の装飾を再現するなども行っている 44)。また，所蔵する絵画の

展示と合わせた展覧会の開催を行い当時の植栽手法の一般への周

知も行い伝統技術の継承に努めている 29)。また，ヴェルサイユ庭

園課と同様に，「庭で会いましょう」49)などのイベントなどを通じ

て一般に公開する機会を設けている 29)。 
（４）噴水課の主要な管理業務

１）給水管及び噴水の維持管理

ヴェルサイユ宮殿はルイ 14 世時代から長年に亘って整備され

てきた鉛管や鉛を用いた鋳鉄管接続による水路網を多く残してい

る。ヴェルサイユ庭園には，往時は現在の4倍の約2,000の噴水

があった。地下には約46kmに渡って配管が巡らされ，複雑な配

管系統 は，現在もなお泉水の給水システムとして使用されている
50)。それを現役で維持し続けるための維持管理業務を行っている。 
２）鉛中毒への安全管理

鉛は危険なものながら，鉛管は使用していると内側壁に酸化被

膜が形成され鉛は漏出しないので比較的安全だが，溶かした時は

危険を伴う 51)。噴水課長への聞き取りから，汚染防止に極めて細

心の注意をはかっていることが判った。安全に作業を行い作業後

は必ずシャワーを浴びる。作業上のミスで万が一汚染されると 3
か月間は作業をさせないとの内規があるため，事故による作業員

や作業期間の減少は水路網の維持管理に深刻な影響を及ぼすこと

を懸念しているとのことだった 35)。特に2009 年に宮殿の王室歌

劇場で作業員が汚染された事故 52)以降慎重さが増している。 
３）その他の水路網の維持管理

防火用水，飲料水，散水，雨水排水，側溝の維持管理を行って

いる。散水については，主要配管までを噴水課が設置管理し，枝

管についてはヴェルサイユ庭園課及びトリアノン及びマルリー庭

園課が必要に応じで散水施設や器具を設置し維持管理する体制と

なっている。雨水については，未舗装の園路を斜めに横切る緩や

かな溝を掘り，園路脇の樹林地の中に表流水を誘導し，そこに集

水桝を設置し，運河等に配水管で運び，ポンプで汲みあげて再利

用するシステムを取っている 35)。 
４）その他の管理等

毎年泉水の浚渫を行う。大噴水ショー（昼間70回，夜間12回：

2011年），大運河ヴェニス祭（6回），私的夜会・撮影等（20回）

の対応を行う 53) 
５）環境への配慮

訪問客が汚染されないように水質検査は毎週行っている。夏季

にはしばしば基準値を超える水質悪化が起こるが，環境への配慮

から薬物消毒は行わず 35)問客が水に触れないように案内板や防

護柵の設置，噴水の使用制限を行う処置を行っている。

また，大運河やスイス池等において，2000年より夏季に水草の

異常繁殖によって水質が悪化して汚濁が進み，景観や水面の利用

上で支障が生じるようになった。対策として，刈り取りなど様々

な方法を試みたが上手くゆかず，さらに水草の繁茂が増大する事

態となった。そこで，化学薬品使用よりは環境負荷が少ないとの

判断で，2006年に約1トン2000匹のソウギョ（carpe d’amour 
blanc）54)草除去用に放流し，以後養魚として管理している 53)。

これまで民間管理のディズニーランド・パリやヴォー・ル・ヴィ

コント城，いくつかの観光施設などでの放流の事例はあったが，

国の文化財としては初めての試みであった 54)。 
６）伝統技術の継承

17 世紀に整備が開始された鉛管や鉛を用いた鋳鉄管接続によ

る水路網を現役で維持し続けることが伝統文化の技術の継承と位

置付けられている。しかし，現在は一般的には鉛管や鉛接続は一

切使用されない。したがって，この伝統的な鉛を扱う技術者の確

保が厳しくなっている。新しい技術者に対して伝統的技術を教育

養成しつつ何とかやりくりをしている状態が続いているとのこと

である 35)。 

６．考察

宮殿全体の管理体制の概観からは，チケットの販売収入が70%
近くを占め予算が潤沢であること，さらに企業による文化・芸術

活動の支援が盛んでメセナによる収入が全収入の 15%近くを占

め，大きな役割を果たしていることがわかった。世界的な歴史遺

産であることによる集客力や注目度の高さがうかがえる。

3 課の維持管理業務について，報告書，関連資料，聞き取り，

現地調査から調査した結果，日常管理全般に関して以下のような

特徴が抽出された。

庭園内で使用する数十万本の植物のほぼ 100%の自家生産体制

を持っていることが温室（種苗場）の調査から明らかになった。

先行研究では，日本の文化財庭園における植物の自己生産体制や

その高い事例についての言及は見当たらず，ヴェルサイユ庭園に

おける取組と実績は特筆に値すると考えられる。

全体整備計画との整合性をはかり，予算の効率的な執行の確認

を常に取っているとともに，維持管理や復元手法に関して，外部

組織であるACMH 39)やOPPIC45)の意見尊重や合意の遵守を心掛

けていることがわかる。外部への業務委託時には，公的事業とし

て公平な立場でまた限度を持った業務外注を行っていることを表

明し実行していることがわかる。したがって，フランスにおける

文化財庭園に対する外部専門家集団の介入体制や業務委託の法令

順守に基づく強い制限があることが明らかになった。

 環境への配慮に関しては，化学薬品使用禁止の方針に対して，

庭園の維持管理が，大型機械導入による合理化や維持管理水準の

引き下げなどの方法や方針により，水質悪化については物理的に

訪問客を水面から隔離するという直接的な方法によるなど，試行

錯誤を伴いながらも組織を挙げて積極的に進められていることが

わかった。日本における先行研究からは文化財庭園と環境問題の

かかわりを取り上げた事例はなく，ヴェルサイユ庭園における環

境問題への取り組みの先進性が明らかになった。一方で，水草除

去目的のソウギョの放流とその後の養魚に関しては，日本におい

ては環境省の生態系被害防止外来種 55)指定されているような，ア

ムール川原産の外来魚の導入は環境面からは疑問が残る。

伝統技術の継承に関しては，伝統的施設の管理技術の継続によ

り技術の永続的な継承をはかる努力がなされている。維持管理の

現場において，型（定規）に合わせたトピアリー整形や古い鉛管
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水路網等の補修業務は伝統技術の継承であるが，国内外を含めヴ

ェルサイユ庭園以外で同様な技術者養成がなされていないため熟

練技術者を外部から呼び寄せ確保することが不可能な状況である。

そのためには自前のトピアリー剪定技術者や鉛管技術者養成が不

可欠であることが明らかになった。したがって外部委託せず直営

で行う方針が取られていることも判明した。ただし，噴水課の鉛

管技師などには技術継承の断絶の危険性があることも明らかにな

った。ヴェルサイユ庭園で行われている危機に瀕する伝統的技術

の一般公開は，将来の技術者数の増大につながる啓蒙活動の一環

と考えられるが，ヴェルサイユ庭園1か所の庭園における技術継

承のみではなく，日本で実施されているような造園業界としての

組織的な伝統技術の継承活動も重要であると考えられる。

以上のように具体的な施設や技術面では伝統の継承をはかる一

方で，環境対応，予算執行，法令順守，効率化等は最新の理念や

技術を積極的に取り入れていることが明らかになった。

 今後の課題としては，フランスの他の歴史的庭園の管理実態を

調査分析し，フランスの普遍的な庭園管理の特性を明らかにする

必要がある。特に伝統技術継承への取り組みと環境に配慮した管

理のあり方に注目することは重要であると考える。

本研究はJSPS科研費 JP18K05715の助成を受けたものです。 
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